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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 52,370 △11.8 1,262 △2.4 1,435 △6.9 986 △6.8

2019年３月期第２四半期 59,354 38.3 1,293 161.5 1,541 131.4 1,058 98.5
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 36.68 －

2019年３月期第２四半期 39.38 －
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 59,736 24,377 40.8

2019年３月期 74,699 24,013 32.1

　(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 24,377百万円 2019年３月期 24,013百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 9.00 － 11.00 20.00

2020年３月期 － 10.00

2020年３月期(予想) － 14.00 24.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　　

３．2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 120,000 △4.4 2,900 26.5 3,000 16.6 2,000 14.5 74.34
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 28,678,486株 2019年３月期 28,678,486株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 1,764,571株 2019年３月期 1,773,814株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 26,910,796株 2019年３月期２Ｑ 26,887,974株
　

(注)当社は、株式付与ESOP信託及び役員報酬BIP信託を導入しており、各信託口が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、内需は緩やかな回復基調にある個人消費に支えられ底堅く推移す

るも、外需は中国向けを中心に輸出を下押しする傾向にあり、足元の景気は依然として停滞感の強い状況にありま

す。また世界経済は、米中貿易摩擦や英国のＥＵ離脱問題などの要因から、引き続き先行き不透明な状況となって

おります。

このようななか、当社の第２四半期累計期間の成約高は、前年同四半期に比べ88億22百万円減少の598億39百万円

（前年同四半期比12.8％減）となりました。

売上高につきましては、前年同四半期に比べ69億83百万円減少の523億70百万円（前年同四半期比11.8％減）とな

りました。

売上総利益は38億86百万円（前年同四半期比16百万円増、0.4％増）、営業利益12億62百万円（前年同四半期比30

百万円減、2.4％減）、経常利益14億35百万円（前年同四半期比１億６百万円減、6.9％減）、四半期純利益９億86

百万円（前年同四半期比71百万円減、6.8％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

従来、「化学・環境事業」に含めておりました、販売先がプラントメーカー等となる発電設備補機関係のうち、

エンドユーザーが電力事業者となるものにつきまして、第１四半期会計期間より、「電力事業」に組み替えを行っ

ております。

これは、今後、電力自由化がさらに進むことが予想される現状を踏まえ、業務管理の効率性、強化を目的とし、

社内の管理組織を見直したことに伴う変更であります。

なお、第２四半期累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

受注及び販売の状況
第２四半期累計期間

(単位:百万円)

セグメント別

成 約 高 売 上 高 成 約 残 高

上段当期 構成比
増減額

上段当期 構成比
増減額

上段当期 構成比
増減額

下段前期 (%) 下段前期 (%) 下段前期 (%)

電力事業
28,428 47.5

△4,512
31,930 61.0

6,782
63,114 53.1

△15,880
(32,940) (48.0) (25,148) (42.4) (78,994) (62.8)

化学・環境事業
23,535 39.4

△3,450
11,362 21.7

△14,402
48,673 41.0

9,476
(26,985) (39.3) (25,765) (43.4) (39,197) (31.1)

電子精機事業
5,038 8.4

△462
5,779 11.0

386
4,379 3.7

△187
(5,500) (8.0) (5,392) (9.1) (4,567) (3.6)

生活関連事業
2,768 4.6

△399
3,229 6.2

248
2,678 2.2

△442
(3,168) (4.6) (2,980) (5.0) (3,120) (2.5)

その他
68 0.1

1
68 0.1

1
－ －

－
(67) (0.1) (67) (0.1) (－) (－)

合計
59,839 100.0

△8,822
52,370 100.0

△6,983
118,846 100.0

△7,034
(68,662) (100.0) (59,354) (100.0) (125,880) (100.0)
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(電力事業)

売上高は319億30百万円と前年同四半期に比べ67億82百万円の増加となっております。また、成約高は284億28百万

円(前年同四半期比45億12百万円減)、成約残高は631億14百万円(前年同四半期比158億80百万円減)となりました。

(化学・環境事業)

売上高は113億62百万円と前年同四半期に比べ144億２百万円の減少となっております。また、成約高は235億35百万

円(前年同四半期比34億50百万円減)、成約残高は486億73百万円(前年同四半期比94億76百万円増)となりました。

(電子精機事業)

売上高は57億79百万円と前年同四半期に比べ３億86百万円の増加となっております。また、成約高は50億38百万円

(前年同四半期比４億62百万円減)、成約残高は43億79百万円(前年同四半期比１億87百万円減)となりました。

(生活関連事業)

売上高は32億29百万円と前年同四半期に比べ２億48百万円の増加となっております。また、成約高は27億68百万円

(前年同四半期比３億99百万円減)、成約残高は26億78百万円(前年同四半期比４億42百万円減)となりました。

(その他)

売上高は68百万円と前年同四半期に比べ１百万円の増加となっております。また、成約高は68百万円(前年同四半期

比１百万円増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　（イ）資産の部

当第２四半期会計期間末における総資産は、597億36百万円となり、前事業年度末と比較して149億63百万円の減

少となりました。主な要因として、売掛債権の減少等により流動資産が148億12百万円減少したことによるものであ

ります。

　（ロ）負債の部

当第２四半期会計期間末における負債合計は353億59百万円となり、前事業年度末と比較して153億27百万円の減

少となりました。この主な要因は、仕入債務の減少等により流動負債が150億26百万円減少したことによるものであ

ります。

（ハ）純資産の部

当第２四半期会計期間末における純資産合計は243億77百万円となり、前事業年度末と比較して３億64百万円の増

加となりました。この結果、自己資本比率は40.8％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ６億８百

万円減少し、65億25百万円となりました。

　（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果、増加した資金は２億82百万円となりました。主な資金の増加要因としては、売上債権の減少額

191億67百万円、前受金の増加額50億97百万円であり、主な資金の減少要因としては、仕入債務の減少額202億33百

万円、前渡金の増加額51億20百万円であります。

　（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果、減少した資金は５億33百万円となりました。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却及び償還

による収入４億円、関係会社貸付金の回収による収入43百万円であり、支出の主な内訳は、有形固定資産の取得に

よる支出６億48百万円、投資有価証券の取得による支出３億円であります。

　（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、減少した資金は３億47百万円であります。これは主に、配当金の支払によるものであります。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、2019年５月13日に公表致しました予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,424 5,615

受取手形及び売掛金 38,009 18,838

有価証券 2,200 1,400

商品 1,210 917

前渡金 9,506 14,626

その他 401 540

貸倒引当金 △14 △14

流動資産合計 56,737 41,924

固定資産

有形固定資産 7,234 7,624

無形固定資産 60 48

投資その他の資産

投資有価証券 6,986 6,489

その他 3,690 3,658

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 10,667 10,138

固定資産合計 17,962 17,811

資産合計 74,699 59,736

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,391 8,323

受託販売未払金 23,733 3,570

短期借入金 1,447 1,630

未払法人税等 464 474

前受金 10,775 15,873

引当金 389 366

その他 564 503

流動負債合計 45,766 30,740

固定負債

長期借入金 2,812 2,625

引当金 240 245

その他 1,866 1,748

固定負債合計 4,920 4,619

負債合計 50,686 35,359
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(単位：百万円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,443 3,443

資本剰余金 2,822 2,822

利益剰余金 17,015 17,697

自己株式 △678 △674

株主資本合計 22,603 23,289

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,397 1,123

繰延ヘッジ損益 △24 △72

土地再評価差額金 36 36

評価・換算差額等合計 1,410 1,087

純資産合計 24,013 24,377

負債純資産合計 74,699 59,736
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 59,354 52,370

売上原価 55,484 48,484

売上総利益 3,869 3,886

割賦販売未実現利益戻入額 2 －

差引売上総利益 3,872 3,886

販売費及び一般管理費 2,579 2,623

営業利益 1,293 1,262

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 166 159

為替差益 51 －

補助金収入 － 14

その他 60 46

営業外収益合計 285 226

営業外費用

支払利息 35 35

為替差損 － 12

その他 1 6

営業外費用合計 36 53

経常利益 1,541 1,435

特別利益

受取保険金 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産処分損 － 1

特別損失合計 － 1

税引前四半期純利益 1,542 1,434

法人税、住民税及び事業税 476 444

法人税等調整額 6 2

法人税等合計 483 447

四半期純利益 1,058 986
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,542 1,434

減価償却費 253 244

受取保険金 △0 －

有形固定資産処分損益（△は益） － 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 28 31

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △50 △55

受取利息及び受取配当金 △172 △166

支払利息 35 35

補助金収入 － △14

売上債権の増減額（△は増加） 6,609 19,167

たな卸資産の増減額（△は増加） △119 293

前渡金の増減額（△は増加） △1,912 △5,120

前払年金費用の増減額（△は増加） △99 12

仕入債務の増減額（△は減少） △6,166 △20,233

前受金の増減額（△は減少） 2,155 5,097

未払又は未収消費税等の増減額 53 5

その他 △60 △158

小計 2,093 574

利息及び配当金の受取額 167 160

利息の支払額 △36 △20

保険金の受取額 45 －

法人税等の支払額 △494 △432

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,775 282

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △694 △648

有形固定資産の売却による収入 6 16

無形固定資産の取得による支出 △0 △1

関係会社出資金の払込による支出 △107 －

関係会社株式の取得による支出 △75 －

匿名組合出資金の払込による支出 △1,137 －

投資有価証券の取得による支出 △0 △300

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 400

関係会社貸付けによる支出 △12 △44

関係会社貸付金の回収による収入 1 43

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 1 1

信託受益権の取得による支出 △1,000 －

信託受益権の償還による収入 1,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,017 △533

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 550 550

短期借入金の返済による支出 △860 △550

長期借入金の返済による支出 △5 △5

リース債務の返済による支出 △51 △26

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の処分による収入 4 0

配当金の支払額 △303 △316

財務活動によるキャッシュ・フロー △666 △347
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現金及び現金同等物に係る換算差額 52 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △856 △608

現金及び現金同等物の期首残高 13,124 7,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,268 6,525
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

電力事業
化学・環境

事業
電子精機
事業

生活関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 25,148 25,765 5,392 2,980 59,286 67 59,354

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 25,148 25,765 5,392 2,980 59,286 67 59,354

セグメント利益 210 893 54 106 1,264 29 1,293

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,264

「その他」の区分の利益 29

四半期損益計算書の営業利益 1,293
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計

電力事業
化学・環境

事業
電子精機
事業

生活関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 31,930 11,362 5,779 3,229 52,301 68 52,370

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 31,930 11,362 5,779 3,229 52,301 68 52,370

セグメント利益 567 405 163 99 1,236 26 1,262

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,236

「その他」の区分の利益 26

四半期損益計算書の営業利益 1,262

３．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、「化学・環境事業」に含めておりました、販売先がプラントメーカー等となる発電設備補機関係のうち、

エンドユーザーが電力事業者となるものにつきまして、第１四半期会計期間より、「電力事業」に組み替えを行っ

ております。

これは、今後、電力自由化がさらに進むことが予想される現状を踏まえ、業務管理の効率性、強化を目的とし、

社内の管理組織を見直したことに伴う変更であります。

なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載してお

り、前第２四半期累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に記載し

ております。
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